
平成二十三年八月六日（土）、青龍保存会の人たちをはじめ、多くの人たちの協力のもと、

丹精込めてつくりあげられた青龍（雄龍と雌龍）に魂を込める入魂式が厳かな雰囲気の中、緑

小学校の校庭で行われました。

この後、地域の人たちと緑中の生徒五十九名が力を合わせて雄龍をかつぎ、大きな掛け声を

出しながら村を練り歩き、清川村運動公園に運び届けました。


